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p
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i
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o
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o
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e
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e
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a
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B
u
d
d
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i
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t
t
e
x
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s
l
e
f
t
b
y
S
h
i
n
r
a
n
.
T
h
e
p
r
e
s
e
n
t
s
t
u
d
y
,
a
s

p
a
r
t
o
f
a
s
e
r
i
e
s
o
f
s
t
u
d
i
e
s
o
n
k
a
n
i
i
p
r
o
n
u
n
c
i
a
t
i
o
n
i
n
S
h
i
n
r
a
n
'
s
t
e
x
t
s
,
a
n
a
l
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s
e
s
t
h
e
k
a
n
j
i
i
n
t
h
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K
y
o
g
y
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h
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n
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o
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e
x
t
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t
h
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H
i
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s
h
i
H
o
n
g
a
n
-
i
i
T
e
m
p
l
e
,

w
h
i
c
h
i
s
s
a
i
d
t
o
h
a
v
e
b
e
e
n
w
r
i
t
t
e
n
b
y
S
h
i
n
r
a
n
i
n
t
h
e
B
u
n
r
e
k
i
e
r
a
(
1
2
3
4
-
3
5
)
a
n
d
r
e
v
i
s
e
d
a
n
d
e
x
p
a
n
d
e
d
i
n
h
i
s
l
a
t
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r
y
e
a
r
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M
o
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n
i
i
u
s
e
d

i
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t
h
e
K
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o
g
y
o
s
h
i
n
s
h
o
t
e
x
t
w
e
r
e
p
r
o
n
o
u
n
c
e
d
i
n
k
a
n
-
o
n
(
漢
音
)
.
o
n
e
o
f
t
h
e
C
h
i
n
e
s
e
p
r
o
n
u
n
c
i
a
t
i
o
n
s
y
s
t
e
m
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a
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p
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e
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o
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t
h
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u
s
e
d
i
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t
h
e
K
y
o
g
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o
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h
i
n
s
h
o
 
t
e
x
t
h
a
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e
b
e
e
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u
n
d
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1
.
T
h
e
n
e
w
e
r
a
c
c
e
n
t
o
f
t
h
e
J
a
p
a
n
e
s
e
k
a
n
-
o
n
h
a
s
b
e
e
n
a
d
o
p
t
e
d
.

2
.
C
h
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n
g
e
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f
t
h
e
a
c
c
e
n
t
s
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v
e
b
e
e
n
i
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f
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h
e
a
c
c
e
n
t
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o
n
t
h
e
p
r
e
v
i
o
u
s
c
h
a
r
a
c
t
e
r
s
.

3
.
H
y
o
s
h
o
k
e
i
(
f
a
l
l
i
n
g
a
c
c
e
n
t
s
)
a
n
d
k
y
o
s
h
o
(
r
i
s
i
n
g
a
c
c
e
n
t
s
)
h
a
v
e
a
p
p
e
a
r
e
d
m
o
s
t
l
y
o
n
t
h
e
h
e
a
d
o
f
t
h
e
w
o
r
d
s
.

1
'
本
稿
の
目
的

親
鷲
の
布
教
態
度
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
音
注
・
義
注
か
ら
当
時
の
日
本
語
の
1

面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
の
筆
者
は
、
こ
れ
ま
で
親
鷲
遺
文
に
基
づ
-
日
本
漠
字
音
の
記
述
的
な
研
究
を

(
-
)

親
官
は
'
自
筆
本
に
丁
寧
に
漢
字
の
読
み
を
注
し
'
意
味
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
　
行
な
っ
て
き
た
。
本
稿
も
へ
　
そ
の
1
環
と
し
て
、
漢
音
の
声
調
に
つ
い
て
の
整
理
と
分

親
繁
華
r
数
行
信
証
し
　
の
漢
音
声
調



佐
々
木
　
　
　
勇

析
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

二
、
対
象
資
料

親
鸞
遺
文
を
調
査
し
た
結
果
、
『
数
行
信
証
』
に
比
較
的
多
く
の
漢
音
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
親
鸞
筆
『
数
行
信
証
』
　
(
東
本
願
寺
蔵
)
は
、
文
暦
(
一
二
三
四
～
一

(
2
)

二
三
五
)
頃
の
書
写
で
、
そ
の
後
晩
年
ま
で
自
ら
補
訂
を
加
え
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
本
文
に
加
え
ら
れ
た
訓
点
の
加
点
の
時
期
を
、
そ
の
二
に
つ
い
て
特
定
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
す
べ
て
自
筆
と
見
ら
れ
る
た
め
、
書
写
時
期
か
ら
没
年
(
一
二

六
三
)
　
ま
で
の
加
点
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

三
、
漢
音
の
認
定

『
数
行
信
証
し
　
に
は
、
音
読
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
普
注
は
な
い
語
が
多
い
。
し
か

し
、
全
く
注
が
無
い
字
は
、
本
稿
の
調
査
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
親
鸞
の

訓
点
の
み
に
よ
っ
て
、
漢
音
・
呉
音
の
判
定
を
す
る
。
そ
の
若
干
例
を
示
す
。

シ

フ

　

　

　

　

シ

テ

「
入
」
　
入
(
入
濁
緩
)
洛
(
入
緩
)
　
(
六
末
9
3
)

ス

入
(
入
緩
)
道
(
平
濁
)
　
(
六
末
8
4
)
　
転
(
平
)
入
(
入
緩
)
　
(
四
3
4
)
　
摂
(
入
緩
)
入
(
入
緩
)

(
六
本
4
5
)
　
通
(
去
)
入
(
入
緩
)
　
(
六
本
1
8
)
　
な
ど

最
初
の
例
は
、
漢
音
「
ジ
フ
」
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
、
右
に
挙
げ
た
例
を
含

み
全
十
二
例
が
濁
声
点
で
は
な
く
、
呉
音
「
ニ
フ
」
を
示
し
て
い
る
。
親
鸞
は
、
い
わ

(
2
)

ゆ
る
清
濁
を
か
な
り
厳
密
に
加
点
し
た
か
ら
で
あ
る
。

ク

ワ

イ

　

　

シ

ン

「
外
」
　
外
(
去
濁
)
人
(
平
濁
)
　
(
三
1
5
4
)

二

コ

外
(
平
濁
)
道
(
平
濁
)
　
(
六
末
5
4
・
5
9
・
8
4
)
　
外
(
平
濁
)
己
(
平
)
　
(
四
4
3
)
　
外
手
芸
)

セ
イ

楽
　
(
四
4
8
)
　
外
(
平
濁
)
甥
(
平
)
　
(
六
末
5
6
・
5
7
)
　
な
ど

仮
名
音
注
が
無
く
声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
る
例
　
(
右
に
挙
げ
た
例
を
含
み
全
十
五
例
)

は
、
す
べ
て
平
声
濁
の
加
点
で
あ
る
。
「
外
」
字
は
、
異
音
が
加
点
さ
れ
た
親
鸞
の
『
観

無
量
壽
経
註
』
『
阿
弥
陀
経
註
』
　
三
一
帖
和
讃
』
な
ど
で
は
、
仝
例
平
声
点
で
あ
る
。
三
一

帖
和
讃
』
か
ら
仮
名
音
注
加
点
例
を
抜
き
出
せ
ば
、
左
記
の
よ
う
で
あ
る
。

ク

ヱ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

ヱ

　

　

キ

外
(
平
濁
)
　
(
高
僧
8
7
)
　
外
(
平
濁
)
儀
(
平
濁
)
　
(
高
僧
1
0
5
)

保
延
本
『
法
華
経
単
字
』
・
観
智
院
本
『
類
朱
名
義
抄
L
和
音
か
ら
も
、
呉
音
グ
ヱ
・
平

声
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
の
漢
音
は
、
興
福
寺
蔵
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』
・

唐
招
提
寺
蔵
『
孔
雀
経
書
義
』
な
ど
か
ら
、
グ
ワ
イ
・
去
声
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

右
の
よ
う
に
一
字
一
字
の
浜
呉
音
形
・
声
調
を
当
時
の
資
料
に
よ
っ
て
認
定
し
、
本

資
料
で
仮
名
音
注
お
よ
び
声
点
の
加
点
が
あ
る
漢
字
の
す
べ
て
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

そ
の
結
果
、
漢
音
と
認
定
し
た
漢
字
の
延
べ
数
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

声
点
・
仮
名
と
も
加
点
さ
れ
た
字
　
　
4
1
8
字

声
点
の
み
加
点
さ
れ
た
字
.
　
　
　
6
2
2
字

仮
名
の
み
加
点
さ
れ
た
字
　
　
　
　
　
4
8
字

沃
呉
音
形
・
声
調
の
認
定
に
末
だ
問
題
が
残
る
。
本
稿
の
以
下
の
調
査
・
考
察
は
、
こ

の
範
囲
内
の
も
の
で
あ
る
。

四
、
本
資
料
の
沃
音
声
調

1
、
「
廉
韻
L
声
調
・
声
母
の
清
濁
と
の
対
応
関
係

本
資
料
で
、
漢
音
と
認
定
し
た
例
の
内
、
声
点
加
点
例
一
〇
七
二
例
を
、
1
廣
試
し
の
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廣

韻
＼

点

声平 声上 声去 声入

計

活
次

清
濁

次

濁
活

次
活

濁
次
濁

活
次

清
濁

次

濁
清

次

活
濁

次

濁

平 38 53 79 621 5 2 02 211 21 1 8 5 604

平

軽
08 01 8 5 2 4 1 1 4 511

上 02 2 71 5 44 5 9 05 11 3 2 12 3 291

去 8 12 3 7 2 55 3 78 61 93 33 472

入
軽

8 41 31 33

入 ~ 8 1 02 12 05

L同下以す示をとこ
.
V無が例用ま榔空°るあで数例べ延ま引傲

体
系
と
比
較
す
る
と
、
表
1
の
よ
う
に
な
る
。

本
資
料
の
漢
書
声
調
は
、
日
本
漢
音
の
中
心
的
な
声
調
体
系
で
あ
る
六
声
体
系
で
加

点
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
六
声
体
系
と
中
国
中
古
音
声
調
の
対
応
の
原
則
に
合
わ
な

(
4
)

い
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
十
三
世
紀
の
漢
音
資
料
で
も
同
様
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
資
料
の
漢
音
声
調
は
、
当
時
の
漢
音
声
調
資
料
の
一
つ
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
資
料
の
声
点
は
、
入
声
に
は
、
「
急
」
「
緩
」
を
区
別
す
る
も

(
5
)

の
で
あ
り
、
清
濁
を
良
く
区
別
す
る
。
今
後
、
漠
字
音
・
漢
語
音
の
資
料
と
し
て
、
さ

ら
に
活
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

2
、
本
資
料
が
反
映
す
る
日
本
漢
音

本
資
料
は
、
上
声
全
濁
字
が
去
声
化
し
た
割
合
が
高
い
。

沼
本
克
明
は
、
中
国
で
起
こ
っ
た
声
調
変
化
で
あ
る
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
が
、
日

(
6
)

本
漢
音
に
段
階
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説
い
た
。
こ
れ
に
従
え
ば
、
本
資
料
は
、

日
本
漢
音
の
う
ち
の
最
も
新
し
い
屑
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
沼
本
に
よ
れ
ば
、
こ
の

新
屑
に
は
、
天
台
宗
と
紀
伝
道
伝
承
音
ま
た
真
言
宗
の
文
鏡
秘
府
論
の
漢
音
が
属
す
る
。

本
資
料
が
、
こ
の
層
に
属
す
る
こ
と
は
、
親
鸞
が
若
い
日
に
比
叡
山
で
修
行
し
た
こ
と

(
7
)

と
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

2
、
声
調
の
国
語
化
の
様
相

院
政
期
以
降
の
漢
書
の
分
析
に
は

日
本
語
の
音
節
数
・
語
の
観
点
を
導
入
し
な
け

親
鸞
筆
『
数
行
信
証
』
　
の
漢
音
声
調

(
8
)

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
に
そ
の
観
点
か
ら
分
析
を
行
な
う
。

a
、
音
節
数
の
観
点
か
ら
の
分
析

本
資
料
の
加
点
例
を
一
音
節
・
二
音
節
に
分
け
、
声
調
ご
と
に
例
を
数
え
て
み
る
(
一

三



佐
々
木
　
　
　
勇

廣

韻
声

点

声平 声上 声去 声入

計
活

次

清
濁

次

濁
活

次

活
濁

次

濁
活

次
活

濁
次
濁

清
次
清

濁
次
濁

平
ー 71 4 7 61 1 7 3 4 2 3 46

二 66 13 09 011 4 2 31 9 00 1 6 2 243

平

軽

一 00 1 9

二 27 01 q
u

4 2 4 1 1 4 601

上
一 01 1 6 2 13 2 9 62 5 3 2 12 2 021

二 01 1 11 3 31 3 4
_

2 6 1 27

去
】 3 5 1 1 7 1 2 3 32

二 8 81 3 2 1 45 3 08 51 73 03 152

入
軽

一 5 3 3 11

二 3 11 01 42

入
一 2 4 6

二 8 1 81 71 44

四

音
節
二
一
音
節
の
認
定
な
ど
は
、
注
8
論
文
と
同
様
で
あ
る
)
。

結
果
の
数
を
表
に
示
し
た
も
の
が
、
表
2
で
あ
る
。
表
1
を
三
日
節
・
二
音
節
に
分

け
る
形
で
示
し
た
。
全
体
の
一
音
節
・
二
音
節
の
用
例
数
は
、
二
三
三
対
八
三
九
で
約

1
対
4
で
あ
る
。

こ
の
表
2
か
ら
、
つ
ぎ
の
点
に
気
づ
か
れ
る
。

①
平
声
軽
が
、
二
音
節
字
に
多
い
。

②
上
声
が
、
〓
首
節
字
に
多
い
。

③
去
声
が
、
二
音
節
字
に
多
い
。

な
お
、
入
声
・
入
声
軽
に
つ
い
て
は
、
全
体
数
が
少
な
い
た
め
、
傾
向
の
指
摘
は
保

留
し
た
い
。

①
は
、
平
声
軽
の
下
降
調
ア
ク
セ
ン
ト
を
実
現
す
る
に
は
、
二
書
節
分
の
長
さ
が
必

要
で
あ
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

②
は
、
和
語
・
異
音
に
当
時
一
般
的
で
あ
っ
た
「
一
書
節
去
声
字
の
上
声
化
」
を
反

映
す
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。
沃
音
資
料
の
中
で
も
同
様
な
現
象
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
、

(
9
)

岩
崎
文
庫
本
r
蒙
求
L
　
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

③
は
、
②
の
現
象
に
よ
る
結
果
的
な
数
で
あ
る
。

b
、
語
頭
・
語
頭
以
外
の
観
点
か
ら
の
分
析

本
資
料
の
加
点
例
を
語
頭
・
語
頭
以
外
に
分
け
、
声
調
ご
と
に
例
を
数
え
て
み
る
。

語
の
認
定
は
、
親
労
の
訓
点
に
基
づ
き
、
不
明
の
点
は
、
r
親
皇
L
(
日
本
思
想
大
系
1
1
、

岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
)
　
の
訓
読
に
依
っ
た
。

結
果
の
数
を
麦
に
示
し
た
も
の
が
、
麦
S
で
あ
る
。
前
表
2
と
同
様
、
表
1
を
語
頭
・

語
頭
以
外
に
分
け
る
形
で
示
し
た
。
全
体
の
語
頭
・
語
頭
以
外
の
用
例
数
は
、
五
八
七

対
四
八
五
で
約
5
・
5
対
4
・
5
で
あ
る
。



廣

韻
声

点

声平 声上 声去 声人

計

活
次

活
濁

次

濁
活

次

活
濁

次

濁
清

次
清

濁
次
濁

清
次
清

濁
次
濁

平
頭 63 51 45 16 3 1 3 3 3 1 3 2 50

01

中 74 02 34 56

~

2 1 71 9 9 5 3 122

平
軽

頭 65 6 5 3 2 4 1 1 3 18

中 42 4 3 2 1 43

上

頭 21 1 6 2 62 44_
3 62 6 2 7 2 79

中 8 1 11 3 81 1 6 42 5 3 41 1 59

去

頭 8 71 1 6 1 33 2 55 31 43 71 781

中 4 2 1 1 22 1 23 3 5 61 78

入
軽

頭 5 3 ′hu
41

中 3 11 7 12

入

頭 6 1 8 nxu
32

中 2 21 31 72

親
鸞
筆
r
数
行
信
証
し
　
の
漠
音
声
調

こ
の
表
S
か
ら
、
つ
ぎ
の
点
に
気
づ
か
れ
る
。

①
平
声
軽
が
、
語
頭
に
多
い
。

②
去
声
が
、
語
頭
に
多
い
。

③
入
声
軽
が
、
語
頭
以
外
に
多
い
。

①
は
、
金
沢
文
庫
本
1
群
書
治
安
』
で
も
指
摘
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
語
頭
以
外
で
は
、

本
来
の
平
声
軽
が
、
直
上
の
字
の
声
調
の
影
響
に
よ
っ
て
、
平
声
あ
る
い
は
他
の
声
調

に
変
化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

②
は
、
和
語
・
異
音
に
見
ら
れ
る
「
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
」
　
の
過
程
の
現
象
と
、

(
1
0
)

直
上
の
声
調
の
影
響
に
よ
る
声
調
変
化
の
結
果
と
同
様
の
状
態
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

が
、
漢
音
資
料
に
も
あ
る
こ
と
は
、
注
9
論
文
で
説
か
れ
て
い
る
。

③
は
、
直
上
字
の
声
調
の
影
響
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

C
、
上
下
の
字
の
声
調
の
影
響

右
で
、
語
頭
と
そ
れ
以
外
と
で
、
差
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一

つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
直
上
字
・
直
下
字
の
声
調
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
本
資
料
の
声
点
加
点
例
の
上
下
字
の
声
調
を
見
て
み
る
。
上
下
の
字
の
声

調
の
認
定
は
、
当
該
例
に
お
け
る
加
点
例
に
依
る
。
そ
の
用
例
に
声
点
が
加
点
さ
れ
て

い
な
い
場
合
は
、
算
入
し
な
い
。
こ
れ
は
、
同
一
字
で
も
出
現
箇
所
に
よ
っ
て
、
声
調

が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

ま
ず
、
上
接
字
の
声
調
か
ら
見
る
。
用
例
数
を
表
に
す
る
と
表
4
と
な
る
。

例
数
が
少
な
く
傾
向
を
兄
い
だ
し
に
く
い
が
、
表
4
か
ら
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
。

①
平
声
軽
の
上
接
字
に
、
去
声
の
割
合
が
高
い
。

②
上
声
の
上
接
字
に
、
上
声
・
去
声
の
割
合
が
高
い
。

③
去
声
の
上
接
字
は
、
上
声
・
去
声
の
割
合
が
低
い
。

五



調声の字接上4表

上
＼

該

平
平

軽
上 去

入
軽

入

平 25 82 93 85 11 51

平

軽
11 4 4 11 2 0

上 12 4 81 92 4 6

去 34 4 8 71 1 6

入

軽
01 3 3 4 0 1

人 7 2 7 5 0 3

計 441 54 97 421 81 03

謝声の字該当ま組乱声の字接下ま㈲

六

つ
ぎ
に
、
下
接
字
の
声
調
を
整
理
す
る
と
、
表
5
と
な
る
。

こ
れ
も
、
傾
向
を
兄
い
だ
し
に
く
い
が
、
次
の
点
が
指
摘
で
き
る
。

④
平
声
の
下
接
字
に
、
去
声
の
割
合
が
高
い
。

⑤
平
声
軽
の
下
接
字
に
、
平
声
の
割
合
が
高
い
。

⑥
上
声
の
下
接
字
に
、
上
声
の
割
合
が
や
や
高
い
。

⑦
去
声
の
下
接
字
に
、
入
声
軽
の
割
合
が
高
い
。

右
の
①
～
⑦
を
ア
ク
セ
ン
ト
の
高
低
で
し
め
す
と
、
次
の
よ
う
な
型
が
多
い
こ
と
に

な
る
　
(
平
声
を
○
○
、
平
声
軽
●
〇
、
上
声
●
●
、
去
声
○
●
、
入
声
○
△
、
入
声
軽

●
▲
と
す
る
)
。

①
○
●
+
●
○

④
○
○
+
○
●

②
⑥
●
●
+
●
●
　
②
○
●
+
●
●

⑤
●
○
+
○
○
　
　
⑦
○
●
+
●
▲

調声の字接下5表

上
＼

該

平
平
軽

上 去 入
軽

入

平 45 21 52 14 8 9

平

軽
14 3 5 3 3 3

上 23 1 02 5 4 9

去 55 8 32 51 9 31

入
軽 6 1 4 4 0 0

入 01 0 3 0 0 3

計 891 52 08 56 42 73

謝声の字該当ま縮乱声の字接下ま㈲

い
ず
れ
も
ア
ク
セ
ン
ト
の
谷
の
無
い
型
で
あ
る
。

漠
字
音
の
声
調
は
、
中
国
語
の
声
調
を
反
映
す
る
た
め
、
一
語
の
中
に
ア
ク
セ
ン
ト

の
谷
が
存
す
る
不
自
然
な
も
の
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
去
声
の
字
が
続
け
ば
、
○
●

○
●
と
い
う
語
ア
ク
セ
ン
ト
が
で
き
あ
が
る
。
本
資
料
の
中
で
そ
の
例
を
示
せ
ば
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

太
(
去
)
上
(
去
二
六
末
6
2
)
　
大
(
去
)
道
(
ま
)
(
六
末
8
1
)
　
変
(
去
)
化
(
去
)
(
六
末
8
3
)

と
こ
ろ
が
、
語
頭
で
去
声
例
を
有
す
る
本
来
去
声
の
漢
字
が
、
上
声
に
な
っ
た
と
思

わ
れ
る
次
の
よ
う
な
例
が
有
る
。

含
(
去
)
笥
(
六
末
7
3
)
　
上
(
土
面
司
(
六
末
6
1
)
　
柱
喜
笥
(
六
末
型

②
③
⑥
は
、
こ
の
連
音
に
よ
る
声
調
変
化
の
結
果
で
あ
る
と
説
明
で
き
る
。

①
は
、
語
頭
以
外
に
は
少
な
か
っ
た
平
声
軽
が
、
去
声
の
よ
う
な
高
く
終
わ
る
ア
ク

セ
ン
ト
の
次
に
は
実
現
し
や
す
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑦
も
同
様
に
考



え
ら
れ
る
。

◎
は
、
語
頭
以
外
に
は
少
な
か
っ
た
去
声
が
、
低
い
ア
ク
セ
ン
ト
の
次
に
は
実
現
し

や
す
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
⑤
も
下
降
ア
ク
セ
ン
ト
に
続
く
低
ア
ク
セ

ン
ト
が
自
然
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
中
に
は
、
呉
書
に
つ
い
て
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
声
調
変
化
が
あ
る
　
(
②

③
⑥
)
。
本
資
料
で
も
そ
の
影
響
が
及
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の

変
化
も
漢
書
声
調
の
国
語
化
の
一
つ
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

本
稿
の
対
象
と
し
た
漢
音
に
つ
い
て
、
右
の
傾
向
が
兄
い
だ
せ
た
こ
と
は
、
重
要
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
漢
音
に
は
こ
の
よ
う
な
声
調
変
化
は
見
ら
れ
な
い
と
従
来
説
か

(‖)

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

が
、
中
国
語
の
声
調
変
化
の
反
映
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
声
調
全
体
を
見
れ
ば
、
本
資
料
は
、
い
ま
だ
大
部
分
が
漢
音
の
体
系
に
一

致
し
て
い
る
。
漢
音
が
和
語
・
異
音
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
影
響
を
蒙
っ
て
、
和
語
・
異
音

と
同
様
の
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
化
を
一
部
で
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
、
ま
と
め

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
『
数
行
信
証
し
の
漢
音
声
調
に
つ
い
て
、
次
の
点
が
判
明
し

た
。

①
日
本
漢
音
の
内
、
新
し
い
声
調
を
反
映
し
て
い
る
。

②
平
声
軽
・
去
声
は
、
二
音
節
字
に
多
い
。

③
上
声
は
、
一
音
節
字
に
多
い
。

④
平
声
軽
・
去
声
は
、
語
頭
に
多
い
。

⑤
入
声
軽
は
、
語
頭
以
外
に
多
い
。

⑥
直
上
・
直
下
の
字
の
声
調
の
影
響
に
よ
る
声
調
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
十
三
世
紀
中
頃
に
は
、
日
本
漢
音
の
声
調
が
国
語

の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
語
の
音
節
数
に
よ
っ
て
差
が
出
る
事
象

親
鸞
筆
r
数
行
信
証
し
　
の
漢
音
声
調

注(
1
)
「
親
鸞
筆
『
阿
弥
陀
経
二
観
無
旦
豊
可
経
』
の
漢
字
音
に
つ
い
て
」
(
「
比
治
山
大
学
現
代
文
化
学
部

紀
要
」
創
刊
号
、
一
九
九
五
年
三
月
)
な
ど
。

(
2
)
親
鳥
聖
人
七
百
回
御
遠
忌
記
念
の
複
製
二
九
五
七
年
刊
)
赤
松
俊
秀
氏
解
説
。

(
3
)
注
(
1
)
論
文
、
参
照
。

(
4
)
柏
谷
嘉
弘
「
図
書
寮
本
文
鏡
秘
肝
論
の
字
書
声
点
」
(
「
国
語
学
」
第
六
一
輯
)
、
佐
々
木
勇
「
声
点

「
△
」
の
機
能
　
-
崩
正
論
L
保
安
四
年
点
に
つ
い
て
-
」
(
「
か
が
み
」
第
三
十
一
号
。
一
九

九
四
年
三
月
)
、
同
注
(
7
)
(
8
)
論
文
、
参
照
。

(
5
)
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
数
行
信
証
古
点
」
(
「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
」

第
二
韓
、
一
九
六
五
年
九
月
)
。

(
6
)
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
し
　
(
一
九
八
二
年
三
月
。
武
蔵
野
書
院
)
第

二
部
第
五
章
。

(
7
)
い
ま
、
親
鸞
が
ど
の
よ
う
な
系
統
の
漢
音
を
い
つ
習
得
し
た
の
か
は
明
ら
か
に
L
が
た
い
が
、
こ

の
時
期
に
は
、
仏
家
の
漢
音
は
、
宗
派
に
よ
る
差
が
そ
れ
ほ
ど
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。
佐
々
木
勇
「
十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音
」
　
(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十

八
輯
。
一
九
九
五
年
八
月
)
　
参
照
。

(
8
)
佐
々
木
勇
「
日
本
漢
音
の
軽
声
減
少
に
つ
い
て
　
-
漢
音
の
国
語
化
の
一
側
面
-
」
(
「
国
語
国
文
」

第
六
十
四
巻
第
十
号
。
一
九
九
五
年
十
月
)
　
参
照
。

(
9
)
佐
々
木
勇
「
日
本
漢
音
に
於
け
る
声
調
変
化
　
-
岩
崎
文
庫
本
r
蒙
求
』
を
中
心
に
-
」
(
「
新
大

国
語
」
第
十
因
号
。
一
九
八
八
年
三
月
)
　
参
照
。

(
1
0
)
沼
本
克
明
「
毘
富
羅
声
の
機
能
」
(
「
国
語
学
」
第
八
四
輯
)
、
佐
々
木
勇
「
異
音
一
音
節
去
声
字
の

上
声
化
の
過
程
」
(
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
韓
、
一
九
八
七
年
五
月
)
、
参
照
。

(
1
1
)
注
(
6
)
著
書
、
四
九
頁
。

七



佐
々
木
　
　
　
勇

八

キ
ー
ワ
ー
ド
‖
数
行
信
証
、
漢
音
、
声
調
、
声
調
変
化
、
国
語
化

(
言
語
文
化
学
科
　
日
本
語
文
化
専
攻
)

二
九
九
五
二
〇
・
三
一
受
理
)




